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ワークショップの概要

複合施設の望まれる管理運営のあり方について、市民のニーズ、アイデアを取り入れるため、
公募による全3回のワークショップを実施しました。（参加申込：26名）

回 日時 場所 内容 参加者数

第１回
令和5年8月26日（土）
13：30～15：30

白河市役所
地下第１～３
会議室

• ワークショップの趣旨説明
• 基本設計の概要の紹介
• グループワーク：「『みんなの笑顔がつながる

ほっとスペース』ってどんなところ？」

23名

第２回
令和5年9月9日（土）
13：30～15：30

白河市役所
正庁

• 前回の振り返り
• グループワーク①「施設の利用者像（ペルソ

ナ）の設定」
• グループワーク②「複合施設を利用したペル

ソナの1日のストーリーづくり」

18名

第3回
令和5年9月23日（土・祝）
13：30～15：30

白河市役所
正庁

• 前回の振り返り
• グループワーク①「ペルソナの1日を実現する

アイデア出し」
• グループワーク②「市民が運営に参加する仕

組みの意見出し」

16名

資料４
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ワークショップの手法
第1回は、複合施設に求められる運営方法や必要なサービスについて、自由に意見を出してもらいました。

第2回・第3回は、各班でペルソナ（典型的な施設利用者像）を設定してもらい、ペルソナの施設利用
シーンを想定し、その上で必要な管理運営面のポイント、提供すべきサービスを抽出する「ペルソナワーク
ショップ」※を実施しました。

※商品開発やマーケティングの分野で、顧客の対象を一人に絞り込むことでより明確なニーズをあぶり出すために用いられる手法で、
今回はこれを応用し、「典型的な施設利用者像」をペルソナとし、班のメンバー全員で施設の使い方を考えてもらいました。

1班
中高生（17歳女性）

2班
働く世代（20台後半男性）

3班
子育て中（35歳女性）

4班
シニア・シルバー世代
（78歳男性）

※イラストは、ワークショップにおいて、各班の参加者が描いたものです。
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第１回ワークショップ結果 複合施設に望まれる機能（①班）



新しい複合施設についてみんなで考えるワークショップ 結果報告

4

第１回ワークショップ結果 複合施設に望まれる機能（②班）
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第１回ワークショップ結果 複合施設に望まれる機能（③班）
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第１回ワークショップ結果 複合施設に望まれる機能（④班）
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第2回ワークショップ結果 ペルソナの1日と複合施設の使われ方（①班）
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第2回ワークショップ結果 ペルソナの1日と複合施設の使われ方（②班）
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第2回ワークショップ結果 ペルソナの1日と複合施設の使われ方（③班）



新しい複合施設についてみんなで考えるワークショップ 結果報告

10

第2回ワークショップ結果 ペルソナの1日と複合施設の使われ方（④班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（①班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（①班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（②班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（②班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（③班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（③班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（④班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方（④班）
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第3回ワークショップ結果 施設の運営のあり方

 あまり他で見かけないようなイベント等があれ
ば、おもしろいと思って運営に参加するかも。
（高校生は勉強しに来ることが多い）

 学生も参加しやすい企画がある

●関係するNPO、市民グループができるだけ参加する運
営協議会

●行事やイベントの市民参加
●地域おこし協力隊メンバー等、共通の目的を持つ人
たちが集まり活動できる場所

●地域コミュニティの人々が集まり活動できる場所

●市民活動の運営支援
●参加者にインセンティブの付与
例：施設内の食堂・カフェで使えるポイント付与

施設10回使用で１回無料（または1000円等）
●経験を生かした市民アテンダント（先輩ママ・移住・仕事
等）

●シルバー人材センターの方に協力していただく
●リタイヤ後の看護、介護関係の方に協力してもらう

●月１回位で、誰でもどんな年代でも市民なら集まれる
交流会・情報交換

●運営組織がしっかり機能している（コンシェルジュスタッ
フの育成や、運営方針の決定など）

●企画会議
●企画力・施設運営施設を起点にしたまちづくりをコー
ディネートできる組織

●コンシェルジュまたはスタッフとして関わる

①班

②班

③班

④班
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ワークショップによって得られた主な配慮事項・アイデア

利用者の繋がり、交流を促すサービスの提供

• イベントや講座などを紹介・提案するコンシェルジュスタッフの配置

• サークル・団体活動の支援・コーディネートを行うコミュニティマネージャーの配置

中高生の「居場所」の創出

• 学習室以外の学習スペースの充実（1人で静粛orおしゃべり可、飲料のみor飲食可）

• 学校の部活の場以外に、目的を共にする仲間と活動する専用のスペースと、

その活動への支援

施設間の情報共有、案内のワンストップサービス化

• 案内スタッフが各機能の最新情報を把握し、各機能の業務内容を説明

• 利用者にわかりやすい案内サインの設置（本日の予定、催し物が一目で分かるもの）

適切な施設利用

• 施設、備品利用マニュアル・ルールの策定

• 利用団体のマナー啓発 等

【全3回の総括】
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ワークショップによって得られた主な配慮事項・アイデア

利用手続き等のオンライン化

• インターネット上で、施設の予約、イベント参加の申込み、空き状況の確認等ができるシス
テムの導入

様々な発表や発信のニーズに対応できる設備・備品の設置

• 作品の展示場所

• 撮影機材や編集機材

• 落書きができる白い壁 等

学習スペースの充実

• 学習スペースの拡大

• 電気スタンド、間仕切り、電源コンセントの設置

その他設備・備品等の設置

• 無料Wi-Fi

• 自動販売機 等

【全3回の総括】
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【市民が運営に参加する主な仕組みのアイデア】

市民が施設運営に参加できること

• 講座やイベント等、市民グループなどによる企画・提案

• 子育てや仕事復帰、移住などに関する市民アテンダント（ノウハウ共有）

• コンシェルジュや運営スタッフ

施設運営に参加したくなる仕組み

• 市民グループによる企画・提案が可能な場づくり、会議体の設置

• 活動を継続させるための支援を受けられる
（講座開催の料金設定や運営計画のアドバイスなど）

• 市民参加に対するインセンティブの付与
（清掃・美化活動などを実施すると施設内のカフェで使えるポイントが貰えるなど）
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【全3回の総括】


